
鳥取方面撮影行 
 

 モノクロ部会 10月例会の場で、”久しぶりに撮影に行きたいな～”などと話

が持ち上がり、第５波鎮静化の隙を狙って久しぶりの撮影旅行を急遽決行する

ことに。一昨年秋以来のカメラ弄りとなります。そして田中(俊)氏、松本 OB、

垣内 OBと橋本の四名で 10月 27日～29日の二泊三日の行程で但馬地方を経

由して鳥取方面を巡ってきました。 

初日は定番の猿尾滝、砂丘、浦富海岸などを撮影後、過去に協会でも利用し

たことのある「シーサイドうらどめ」泊。 

28日は伯耆大山に向けて３時間ほど走行。鳥取県の東端から西端までは結構

な距離でした。大山のポイントを松本さんの先導で巡り、「大山ビューハイ

ツ」泊。翌 29日は午前中に二ケ所ほど撮影の後「植田正治写真美術館」を見

学して早目の帰途につきました。 

旅行中は好天気に恵まれましたが、被写体は新味にチョット欠けるか

な・・・と言った感じ。しかし山陰の宿の魚介類の料理には何時もながら大満

足でした。2023展用の作品らしきものが撮れておれば良いのですが・・・。 

また年に 1～2回は撮影旅行に行きたいなと話し合いましたが、その時は事

前にホームページなどに掲載しますので、賛同される方がおられましたら ご

一緒に如何でしょうか。 
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